
  

 

  

 

 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふるさと文学館 

秋季企画展  没後３０年 桑原武夫展 （11 月 3 日～12 月 24 日） 

おしどり文学館協定１周年記念 福井県・荒川区合同企画展  

 桑原武夫の没後３０年を機に、桑原武夫とふるさと福井とのつながり、評論家や登山

家としての業績を紹介します。 

特集展示  福井ゆかりの作家と古典文学（～12 月 19 日） 

■10 月 14 日まで！ 

フランス文学者・評論家の桑原武夫は、１９０４年に福井県敦賀町（現・

敦賀市）に生まれ、幼少期を敦賀で過ごしました。スタンダールやルソーら

フランスの作家・学者に関する研究や翻訳、日本文化に関する評論で活躍

しました。また、登山家としても活躍し、パキスタンのチョゴリザ山への世界

初登頂を達成しました。貴重な自筆原稿や書簡、愛用の登山道具などを展

示し、その業績を偲びます。 

 

福井ゆかりの作家が１０代のころに読んだ本 

古典の日（１１月１日）にちなみ、福井とかかわりのある古典文学や、

福井ゆかりの作家が古典文学について書いた作品を紹介しています。

水上勉の『平家物語』現代語訳や、俵万智氏の『おくのほそ道』に対する

オマージュ作品などを紹介します。また、１０月１６日からは書家・評論家

の石川九楊氏の書作品（新作を含む）を展示します！ 

「津村節子～これまでの歩み、そして明日への思い～」会場：ふるさと文学館 （10/26～1/23） 

津村氏のこれまでの著作やこれからの作家活動への思い、福井ゆかりの作家との交流、吉村

昭との夫婦の絆などを紹介します。自筆原稿や写真、これまで発行された著書を展示するほ

か、最新の撮り下ろしインタビュー映像もご覧いただけます。 

 

 

「津村節子展 生きること、書くこと」会場：吉村昭記念文学館 （10/20～12/19） 

力強く生きる女性の姿を書き続けてきた津村氏の、約６０年にわたる創作活動を振

り返ります。原稿、取材メモなどの自筆資料や、取材道具、愛用の着物で作った特

別装丁本などを展示します。 

■12 月 19 日まで！ 

夏季企画展 スポーツと文学 

追悼 加古里子さん 第 2 部 科学絵本の世界 ■10 月 24 日まで！ 

予告 

現在  

  開催中！ 
お見逃しなく 

文壇のおしどり夫婦といわれた津村節子氏と故・吉村昭氏のそれぞれの出生地に建つご縁に基づき、福井県ふる

さと文学館と荒川区立ゆいの森あらかわ吉村昭記念文学館は、昨年１１月に「おしどり文学館協定」を締結しまし

た。１周年を記念して、津村節子氏の特集展示を同時開催します。 

 

福井を舞台に書いた 

「ふるさと五部作」より  
『花がたみ』 

中央公論社 1992 年  
『絹扇』 

岩波書店 2003 年  
 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ ベ ン ト 情 報 

 

＊白字の日は休館日です。  

＊開館時間は、 

火～金曜日:午前 9時～午後 7時、 

土・日・祝日:午前 9時～午後 6時 です。 

＊福井駅東口から図書館まで運行している

無料シャトルバス（フレンドリーバス）を

ご利用ください。 

開 館 日 カ レ ン ダ ー 

発行：福井県ふるさと文学館  〒918-8113 福井市下馬町 51-11 (福井県立図書館内) 

ＴＥＬ：０７７６－３３－８８６６ ＦＡＸ：０７７６－３３－８８６１ Ｅ－ｍａｉｌ：bungakukan@pref.fukui.lg.jp  

http://www.library-archives.pref.fukui.jp     https://www.facebook.com/fukuibungaku/ 

 

文学カフェ 

想像を形にする楽しさ 

日 時：10月21日（日）14:00～15:30 
 

日 時：10月28日（日）14:00～15:30 
 

講 師：出久根達郎氏（直木賞作家） 

講演会「津村・吉村文学の魅力」 

会場：県立図書館 研修室 

定員：30 名（要申込）  

参加費：250 円（飲み物代） 

申込は、電話、FAX、メールまたは、文学館カウンターまで 

 

申込は、電話、メールまたは、文学館カウンターまで 
創作活動について語っていただきます。 

会場：県立図書館 多目的ホール 

定員：150 名（無料・要申込） 

申込は、電話、FAX、メールまたは、文学館カウンターまで  

プロフィール：１９８７年生まれ。あわら市在住。著書に、時代

小説『口入れ屋お千恵繁盛期』、『江戸屋敷渡り女中お家騒

動記』、一恋ちえ名義で、『良薬は口に苦し。けれどもあやか

し、恋に落ちて。』などがある。 

津村節子、吉村昭の文学の魅力や、ご自身の創作につ

いて語っていただきます。 

文学フェスタ 2018 

 県内文芸グループ等が創作した文学作品を発表し、作り手
や読者が交流する文学のお祭りです。小説創作講座やクイ
ズ、交流会などイベント多数！ 

あなたのエッセイをお待ちしています。（原稿用紙 3～5 枚）   

最優秀賞は 一般：30万円 高校生：10万円 

 

※お問合せ：ふるさと文学館 文学賞事務局まで 

撮り下ろしインタビュー特別上映会 

「津村節子氏 人生を語る  
～これまでの歩み そして明日への思い～」 

 日 時：10月26日（金）～10月28日（日） 
   10:00～、13:00～、15:30～ 

会場：ふるさと文学館 映像ルーム 

定員：各回 40 名（無料・当日受付） 

申込 

受付中 

 

申込 

受付中 

 

講 師：桑島かおり氏（小説家） 

おしどり文学館協定１周年記念 

日 時：11月17日（土）14:00～15:40 
 

––– 

講演会 

「文学を創り出した人びと」 
 講 師：荒川洋治氏（現代詩作家） 

会場：県立図書館 多目的ホール 

定員：150 名（無料・要申込） 

申込は、電話、FAX、メールまたは、文学館カウンターまで  

プロフィール：１９４９年三国町（現・坂井市）生まれ。詩集

『水駅』でＨ氏賞を受賞し、詩壇に登場。詩集『渡世』（高見

順賞）、『空中の茱萸』（読売文学賞）、評論集『文芸時評と

いう感想』（小林秀雄賞）など著書多数。 

 

 

雑誌創刊、出版、社会活動などでこれまでにない新しい世界を

創り上げた文学者たちについて語っていただきます。 

おしどり文学館協定１周年記念 

プロフィール：１９４４年、茨城県生まれ。７３年より古書店を

営むかたわら、文筆活動を始める。９２年『本のお口よごしで

すが』で講談社エッセイ賞、翌年『佃島ふたり書房』で直木

賞、２０１５年『半分コ』で芸術選奨文部科学大臣賞を受賞。

『おんな飛脚人』『漱石センセと私』など著書多数。 

１１月１７日（土） 

入場無料！ 

申込 

受付中 

 

ふくい風花随筆文学賞募集中！  

 

第２２回  

締切 一般：10/31 高校生：12/14 当日消印有効 

 

 

※映像ルームの大型スクリーンでご覧いただけます。 


